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お手玉遊びとわらべ歌「あんたがたどこさ」に関する一⪃ᐹ 
―運動的特性と音楽的特性からの分析― 
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は じ め に 

 日本の子どものఏᢎ遊びは，♫の変ᐜにకい 1�80 ᖺ௦からῶ少の一㏵にあり，お手玉遊びもそ

の例にもれない。わらべ歌としてのお手玉遊びには「お手玉の歌」があり，歌に合わせて遊ぶもので

あった。いくつもの「お手玉の歌」のなかで，⌧ᅾ，ṧっているのは「あんたがたどこさ」であるが，

その᰿ᣐについてゝཬした研究を見ることは少ない。本ㄽでは，お手玉遊びとお手玉の歌としてᗈく

全国的にᨭᣢされてきた「あんたがたどこさ」に↔点を⤠り，両⪅の関ಀを分析し，日までに⥅ᢎ

された᰿ᣐを⪃ᐹする。 

ඛࡎは，お手玉遊びと「あんたがたどこさ」の関ಀにゐれたඛ行研究をᴫᣓする。㟷㔝1は，ಖ⫱

にお手玉遊びをάかすᣦᑟ法をᵓ⠏するヨみを行った。「あんたがたどこさ」の歌詞で 11 回出⌧する

「さ」にὀ┠し，「さ」が出⌧するごとにお手玉遊びの動きに変化をえ，⯆関ᚰを㧗めるという

内ᐜである。唄を歌いながら，歌のリズムの特性に動きを合わせたり，歌のリズムを動きにᑐᛂさせ

たりというᕤኵをしている。このようなᐇ㦂的ヨみのᏛ⏕たちのឤをもとに，「あんたがたどこ

さ」を取りධれるຠᯝをホ౯しているが，お手玉遊びの動きや「あんたがたどこさ」のリズムの特性

からの᳨ウはしていない。 

 小Ἠは，「わらべうたは，のあそびのためにあるので，あそび㐨ලのようなものです。まりつき

の時のまりのように，お手合わせうたがないと，お手合わせができないのです」2と㏙べ，わらべ歌

の分類体系をᵓ⠏している。その中で，お手玉遊びはおてだま・はࡡつきなどの⠊にձおてだま㸫

空中にうり投げる（1 人），ղおてだま㸫空中におり投げる（2 人），ճおてだま㸫「おさらい」

（下に⨨いて遊ぶ）の 3類ᆺがධっている。ձとղの歌は「いちりつらんࡥん」「一␒はじめは一ᐑ」，

ճのよせ玉のそれは「おさらい」「一ఇさん」であり，「あんたがたどこさ」は，まりつきの⠊にධ

っている。小Ἠは，運動としてお手玉遊びの技法と歌のリズムの関ಀについてはゝཬせࡎ，ᐤせ玉の
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ሙ合のみ歌詞に合わせ技法（運動）の分析をしている。 

 上は，ඣ❺文化研究法と民Ꮫ研究法を⤫一した視点から，わらべ唄の体系化をヨみ，最ึに，3

種の類（・遊びを┠的としてうたう唄，・歌うことそれ⮬体を┠的とする唄，・につながりをᣢつ

唄）をタけ，次いで，7つの種（遊びの唄，・ཱྀ遊びの唄，・㫽やの唄，・ⲡやⰼの唄，・᭶やᫍの唄，・

ᖺ中行の唄，・子Ᏺり唄）の分類㡯の遊びの唄のなかにお手玉の唄（�つ）を位⨨࡙けている。「あ

んたがたどこさ」は，お手玉遊びと手Ầ唄の両方に位⨨する。 

 上は，お手玉遊びとわらべ歌のリズムに関して，「子どもたちが集ᅋをなして遊ぶሙ合には，ࠗ 子取

り遊び࠘をやるにしてもࠗ手合わせ࠘をするにしても，一人またはそれ௨上に数の┦手と手㊊の動き

をᥞえなければなりません。そして┦手と手㊊の動きをᥞえるためには，そのあそびのせồする一定

のリズムと，そのリズムを┦にㄹゎし合えるಙ号がᚲせとなりますが，そのಙ号のために⏕み出さ

れたものこそがわらべ唄というものでした」3とゝཬし，お手玉遊び（運動）とわらべ歌のリズムの

関ಀを分析するྍ⬟性を示၀している。 

 ὸ㔝と⏫⏣等4は，わらべ唄を 6つの㡿ᇦに分類し，お手玉の唄は遊ᡙ唄（その一）に 11 種が位⨨

している。全てのわらべ唄に楽㆕が付いているのが特ᚩである。ただ，「あんたがたどこさ」は「手

Ầ唄」に位⨨している。 

ඛ行研究をᴫほした⤖ᯝは௨下のようにまとめられる。 

ձわらべ歌のṔྐ，文化的特性，分類については，子どもの⏕άや遊びの特性からヲ⣽な記㏙があり，

わらべ歌が子どもの文化であることを明らかにしている。 

ղわらべ唄と遊びは一体のものである。 

ճわらべ歌の᪕律・リズムと動きのリズムをいかに合わせるかが遊びの⯆を⏕み，㠃ⓑさを出

する。 

 わらべ歌を研究するඛ㐩のとんどが「わらべ唄」が⥅ᢎされ，子どもの遊びとしてṧり⥆けるこ

とにはᝒほ的である。ただ，後㏙することになるが，「お手玉遊びの歌」で「あんたがたどこさ」は

⥅ᢎされ，お手玉遊びの歌として位⨨࡙いている。それは，両⪅の運動とリズムに関連があることが

᥎ᐹされる。 

 

第 1章  ┠的と方法 

１節 ᑐ㇟ 

 上㏙したように，わらべ歌の中に「お手玉の歌」があるが，それࡒれの歌詞のᣢつ特性が⌧௦♫

の౯್に┦ᛂしなくなり⥅ᢎされていないものが多い5。また，♫的౯್に↷らしてၥ㢟のない「お

手玉の歌」でも⥅ᢎされていないものもある。このような≧ἣ下にあって「あんたがたどこさ」は，

「日本のお手玉の」6のとんどのᨭ部が用している。ひとつの「わらべ歌」が時௦を超えて⥅

ᢎされる᰿ᣐを明らかにするうえで，「あんたがたどこさ」をᑐ㇟とすることはᴟめて᭷ຠである。 
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㸰節 分析方法 

1 お手玉遊びのṔྐ，ᴫせに関しては文⊩による。また，「あんたがたどこさ」の用≧ἣは，「日

本のお手玉の」のᨭ部をᑐ㇟として㉁ၥ⣬法によるㄪᰝ7にᣐる。 

2 お手玉遊びの歌詞の「さ」で変化するとこࢁに↔点をᙜて8࣮ࣟࣇの視点から分析する。 

3 わらべ歌の文化的・Ṕྐ的特性については「日本わらべ歌全集」�をはじめとする文⊩を基にᴫほ

する。また，᪂しい視点として，「あんたがたどこさ」の音階，᪕律を基にその特性を明らかにする。 

３節 ┠ 的 

1 お手玉遊びの⌧≧を「日本のお手玉の」をᑐ㇟とするㄪᰝとඛ行研究により明らかにする。 

2 わらべ歌の一つである「あんたがたどこさ」の音楽的特性を明らかにし，ྠ時に，「お手玉遊び」

の運動的特性を明らかにする。 

3 「わらべ歌」である「あんたがたどこさ」が時௦を超えて⥅ᢎされている᰿ᣐをお手玉遊びの「運

動的特性」と「音楽的特性」から明らかにする。 

 

第 2章 お手玉遊びの特性 

1 節  お手玉遊びの⌧≧と遊び方 

1 本ㄽの┠的はお手玉遊びのṔྐや文化的ពのゎ明にはないので，お手玉遊びのṔྐについて

は⡆単な記㏙にṆめる。⣖ඖ๓⣙ 2，000 ᖺにࢺࣉࢪ࢚で⏕まれ，日本にはዉ良時௦に⛣ධされたと

ఏえられ，Ụᡞ中ᮇになり子どもの遊びとして定╔し10，௨᮶，明，大正， 30 ᖺ௦༙ばまで，

子どもの遊び集ᅋにより⥅ᢎされてきた。しかし，遊び⎔ቃの文化的・♫的変ᐜにより，⌧ᅾはᛴ

⃭にῶ少している。㟷によれば，お手玉を体㦂した子どもが⣙ 30％いて11，まったく子どものୡ⏺

からᾘえたわけではないことが分かる。ただ，日がな一日お手玉に⯆じていた時௦のお手玉遊びとは

␗なり，Ꮫᰯやᆅᇦでの体㦂ά動としてお手玉遊びを体㦂したというものである。ᚑって，わらべ歌

としての＜お手玉の歌＞に合わせて遊んでいた時௦と␗なり，⌧ᅾの幼・少ᖺのお手玉遊びには，

⌧ᅾ流行っている歌が取りධれられている。 

 このような≧ἣにᑐして，ఏᢎ遊びが子どものୡ⏺からᾘえること༴ᶵព㆑をᣢつ大人♫がこ

れらの遊びを子ども♫にᶒするヨみを行っている。お手玉遊びもその一つである。 63 ᖺに

「᪂ᒃࢽ࣓テ楽部」がお手玉遊びのᬑཬά動に乗り出し，ᖹᡂ 4ᖺに「日本のお手玉の」

がタ❧され，⌧ᅾでは，全国に 50 వᨭ部をᣢち，ᣦᑟ⪅㣴ᡂㅮᗙ，全国大，⚟♴タゼၥ，Ꮫᰯ・

幼⛶ᅬ・ಖ⫱ᅬゼၥ等を⢭ຊ的にᐇしている。 

 

2 お手玉の歌「あんたがたどこさ」の⌧≧とお手玉遊びの遊び方 

1）日，子どものୡ⏺お手玉をᬑཬさせるうえで「日本のお手玉の」のά動はḞくことはでき

ない。そのពで「日本のお手玉の」が＜お手玉遊び＞にいかなる＜歌＞を取りධれているかは大
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きなពをᣢっている。全国ᨭ部をᑐ㇟として，＜お手玉遊びと歌!に関するㄪᰝ⤖ᯝの一部が表 1，

表 2，表 3，表 4である。お手玉のࡺり方で多少の㐪いはみられるが，両手 3個ࡺりを㝖けば 80％௨

上が音楽を取りධれている。その中でお手玉の歌としてあげられている「あんたがたどこさ」に㝈る

と⣙ �0％が⦎⩦時に用いている。この⤖ᯝは，お手玉遊びが┒んであった時௦に「お手玉の歌」と

して用いられたわらべ歌のなかの「あんたがたどこさ」が⌧௦に⥅ᢎされていることが分かる。 

  表 1，表 2，表 3，表 4をᤄධ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）お手玉遊びの技法と「あんたがたどこさ」の特性 

 お手玉遊びの技法は，ձ振り技系（単独技系，」数技系），ղᐤせ玉系，ճお手玉演舞に分類する

ことが出᮶る12。振り技系は，数個のお手玉を順序良く空中に投げあげ，落ちてきたお手玉を┤ちに

空中に上げ⥆ける技法であり，両手，片手をいྑ回し，ᕥ回しに行う。ᐤせ玉系は，＜お手玉の歌

表１「あんたがさどこさ」の取り入れ（％）

取り入れている 取り入れていない 以前取り入れていた N・A

32（91.6） 2（5.6） 1（2.8） 0

表３「あんたがさどこさ」の取り入れ（％）

種目
状態　　　　　

  両手 2 個
  ゆり  

  両手 3 個
  ゆり

  片手 2 個
  ゆり

2 人での
譲り渡し

円になっての
譲り渡し

 取り入れている 19（54.2） 7（20.0） 11（31.4） 28（80.0） 32（91.4）

 取り入れていない 13（37.1） 23（65.7） 19（54.2） 3（8.6） 1（2.9）

 N・A 3（15.7） 5（26.3） 5（26.3） 4（21.2） 2（10.5）
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＞（全国に百を超える＜おさらい＞という唄がある）に合わせて，親玉と数個（4～5 個）の子玉を

用い，親玉を空中にあげている間に，定められた方法で操作して遊ぶ（例えば，放り上げた親玉が空

中にある間に，子玉を手の甲に順序良く全部乗せ，＜おさらい＞と唄いながら，全部の子玉を床に落

とす。次いで，親玉を再び空中にあげて落ちてくる間に，両手（片手）で床の子玉を全部拾い集めた

手の上で親玉を取る。最後は，全部を空中に放り投げて親玉だけを手に取るという一連の操作など）。 

演舞は，歌に合せてお手玉を操作しながら踊る遊びである。 

 

この中で，「あんたがたどこさ」はすべての振り技系で用いられているが，特に譲り渡し系で用い

られていることが分かる（表 3）。また，「あんたがたどこさ」の特性について聞いてみると，14 の特

性の内，幼少からなじんだ曲（17，5％），「さ」が出てくるので変化がある・変化が付けられる・変

則的なリズムがある（26，3％），動作とテンポがマッチする（11，3％），大人も子どももすぐ歌える

（16，3％）で全体の 70％強を占めている（表 4）。下図にみるように歌詞の中に 11 回の「さ」があ

り， この「さ」の箇所で遊びの変化がつけられ，かつ，歌のリズム，歌いやすさに 特性をみてい

ることが分かる。 

 

   

 

 

 

第 3 章 音楽の視点からみる「あんたがたどこさ」の特性  

１節 わらべ歌の分析枠組み 

 わらべ歌に関する多くの研究を見ることができるが，歌と動きが一体化した文化であるわらべうた

について，運動の特性と音楽の特性を合わせた視点からの研究は少ない。本章では，音楽の特性から

の分析枠組みを提示し，次いで，「あんたがたどこさ」の特性を明らかにする。 

1 拍子記号 

音楽が進行している時の，時間的単位を「拍」という。語源は Zählzeit（独）“打つ”からきてい

る。拍は，音楽の見えない部分で規則的に流れている脈のようなものである。この，規則正しい時間

のきざみを単位としてまとめたものが「拍子」であり，「拍子」は分数の形で書き表す。 

分数の分子部分は拍子を表し，分母は基準となる音符の種類を表す。拍子記号は，曲の基準になる

音符（４分音符，８分音符…等）が１小節にいくつあるのかを示すものである。例えば，3/4 は１小

節に４分音符が３つあることを示し，6/8 は１小節に８分音符が６つあることを示す。 

2 日本の音階 

日本の音階は，都節音階，律音階，民謡音階，沖縄音階の４種類に分類される。この内，民謡音階

あんたがたどこさ ひごさ   ひごどこさ くまもとさ 

くまもとどこさ  せんばさ  せんばやまにはたぬきがおってさ 

それをりょうしがてっぽでうってさ にてさ やいてさ くってさ 

それをこのはでちょいとかぶせ 
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は，日本語とඹにᏑᅾするఏ⤫的な音階である。すὒ音楽の音のようにᏳ定する音を᰾音という。

᪕律がより大きくなると，㸰つ௨上の᰾音が᪕律をᨭ㓄する。その時，᰾音と᰾音の間が全４ᗘと

なる。両➃（ࣞ・ࢯ）にᏳ定した᰾音がある全４ᗘの枠をテࢻ࣮ࢥࣛࢺとぶ。テࣛࢺは，ࢠリࢩ

ࣕ語の「４つの」というពである。中間音（ࣇ）の下の᰾音から▷３ᗘ，上の᰾音から㛗㸰ᗘの

位⨨のあるものを民謡のテࢻ࣮ࢥࣛࢺとぶ。図ᘧ化すると௨下のようになる。 

全４ᗘ 

 

 ᰾音       中間音      付ຍ音          ࣛ     ࢯ     ࣇ    ࣞ

 

▷３ᗘ   㛗㸰ᗘ  㛗㸰ᗘ 

 

3 「あんたがたどこさ」の特性  

「あんたがたどこさ」の４音᪕律も民謡のテࢻ࣮ࢥࣛࢺの基♏となり，上の᰾音の㛗㸰ᗘ上に付ຍ

音（ࣛ）がຍわったものである。᭦に，歌詞の中に１１回出てくる。「さ」は，すべて᰾音である。 

わらべうたは音楽⌮ㄽのことを▱らなくても，ごく⮬↛Ⓨ⏕的に日本のఏ⤫的音階の法則にᚑってい

る。日本語は，１音に１ࣝࣈࣛࢩ （௬ྡ１文Ꮠにᙜたる音節をࣝࣈࣛࢩという）がᑐᛂした㸰拍子

であり，日本語のᢚᥭは，㧗పࢭࢡンࢺである。この変化は方ゝにも，ゝⴥにྵまれるリズムにも

Ⰽ⃰くᫎしている。また，わらべうたが人のཱྀからཱྀと歌い⥅がれていくཱྀᢎの㐣⛬において，

その᪕律はゝⴥのᢚᥭに強いᙳ㡪をཷける。 

日本語の歌詞としてㄪが定╔し，それを㏿く唄うと「ࡨょんこ節」のリズムとなり，一␒⮬↛

でぬえやすい᪕律となる。「あんたがたどこさ」には，「ࡨょんこ節」のᙎࡴような動きとリズムが流

れていて，こどもが歌いやすい音ᇦのࣛ・ࢯ・ࣇ・ࣞ，࣑・ࣞ・ࢻ・ࣛཪはࢩ・ࣛ・ࢯ・࣑の音階

でᵓᡂされている。さらに，一拍一拍の拍節的で明☜なࢺ࣮ࣅឤをᣢつ一拍子のわらべうたである。

表㸳に見るようにそれࡒれの楽㆕や᥇㆕に拍子記号の㐪いはある13が，拍子ឤにᕥྑされる性᱁はᣢ

っていない。ゝⴥの࣮ࣞࣇズを一単位にし，⤊ຓ詞「さ」でษられる遊びであることから，楽㆕は表

⌧の記㘓に㐣ࡂない。 

本᮶，わらべうたは楽㆕を見てその㏻りに歌うものではない。ཱྀఏえでఏᢎされ，⪥でぬえたもっ

とも親しみやすい⮬↛で⮬⏤なうたである。楽㆕のリズムや音㧗にとらわれるᚲせはなく，それࡒれ

のᆅᇦで歌い⥅がれた᪕律で歌うのが⮬↛である。 

表 5 ᤄධ 
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第 4 章 ⪃ ᐹ～「あんたがたどこさ」と「お手玉遊び」の⼥合～ 

1 節 「さ」の音で変化することの運動の視点からの分析 

1 「あんたがたどこさ」とお手玉遊びの技法 

表 4に見られるように「あんたがたどこさ」の特性として「さ」のとこࢁで＜変化をつける＞＜変

化がある＞＜変則的なリズム＞を多くあげている。＜変化をつける＞ことは，それまでの運動から᪂

しい運動に⛣ることをពする。ල体的には，変化を付ける形は，大きく 2種類ある。一つは個人技

の中での変化，つには 2 人௨上の集ᅋ系技の変化である。 

個人技系には，両手 2個ࡺりや両手 3個ࡺりの⣧回しから㏫回しの変化，集ᅋ系技には，ձᑐ㠃

ᘧ，ղᶓ୪びᘧ，ճ形ᘧがあり，ձᑐ㠃ᘧ，ղᶓ୪びᘧの技はྥかい合った࣮ࣖࣞࣉやᶓ୪びの

お手玉遊びとわらべ歌「あんたがたどこさ」に関する一考察

表 5「あんたがたどこさ」の拍子・変拍子一覧

No あんたがたどこさ　拍子・変拍子
1 2/4 － 3/4 － 2/4 － 1/4 － 2/4
2 2/4 － 3/4 － 2/4
3 2/4
4 2/4
5 2/4 － 3/4 － 2/4
6 2/4 － 3/4 － 2/4 － 1/4 － 2/4
7 2/4
8 2/4
9 2/4
10 2/4
11 2/4 － 3/4 － 2/4
12 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4 －３/4 － 2/4 －３/4 － 2/4
13 2/4
14 2/4
15 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4
16 2/4 － 1/4 － 2/4
17 2/4 － 3/4 － 2/4
18 2/4
19 2/4
20 2/4 － 1/4 － 2/4
21 2/4 － 3/4 － 2/4
22 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4 －３/4 － 2/4 －３/4 － 2/4
23 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4
24 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4
25 8/6
26 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4
27 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4
28 2/4 － 3/4 － 2/4 － 1/4 － 2/4 － 1/4
29 2/4 － 3/4 － 2/4
30 2/4 － 3/4 － 2/4 － 3/4 － 2/4
31 2/4
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が࣮ࣖࣞࣉ 2 個ࡺりや 3 個ࡺり等をそれࡒれ行いながら「さ」の音でお手玉をする技である。

ᑐ㠃ᘧのሙ合は，1人が 3個，の一人が 2個もってする方法もある。  

 一方，集ᅋ系技は，࣮ࣖࣞࣉが 1個のお手玉をᤸでᙎませつ࡙け，あるいは，2個ࡺりをしなが

ら「さ」の音で，ྑ回りやᕥ回りに渡し楽しࡴ遊びである。これらの遊びはᶆ準的には表 5のように

まとめられる。 

 表 6ᤄධ                 Ϸ，チࢭࢡンࣁ࣑ࢺは，㌟体の࣮ࣟࣇのゎㄝの 

箇所で，「㉮るというようなありࡩれた㌟体的ᶵ⬟も 

ᣮᡓのᶵを提౪し，⬟ຊをᚲせとする࣮ࣝࣝをもち 

♫的にタ定された┠ᶆを㏣ồするような≧ἣで行

われると，࣮ࣟࣇά動に㌿化する」14と㏙べる。 

さて，「さ」の箇所で「変化させる」ということは 

楽しさをồめて᪂しい技法のᣮᡓをពする。 

さらに，「変化させて」᪂しい技法を⩦ᚓするには，

そのための᪂しい方法に㐺ᛂするᚲせがある。「変化

させて」᪂しい技法を⩦ᚓするのは，お手玉大や 

බ的なྛ種࣋ンࢺでのࣔࢹンࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫンとい

う┠ᶆがある。その⤖ᯝ，「さ」の箇所で「変化させ 

る」お手玉遊びは࣮ࣟࣇά動に㌿化することが分かる。 

さらに，表 3 にみるように「変化」させる技法は技⬟のపい⪅から㧗い⪅まですべての人が，ྛࠎ

の技⬟ࣞࣝ࣋にᛂじてお手玉遊びにᣮᡓできることを示し，そのことは，それࡒれの࣮ࣖࣞࣉの技

を㔮り合うᶵをᣢつことをពする。௨上の⪃ᐹから，「あんたがたどこさ」ࣝ࣋とᣮᡓࣞࣝ࣋ࣞ⬟

を࣮ࣝࢶとしてお手玉遊びを行うことは，㌟体運動としてのお手玉遊びが࣮ࣟࣇά動に㌿化すること

を示す。 

 

第 5章 ⪃ᐹ㸫「あんたがたどこさ」と「お手玉遊び」の⼥合 

唄い᫆いリズムとお手玉遊びの運動 

 表 4をみると「あんたがたどこさ」の特性として＜幼少から⪥なれた曲＞，＜動作とテンポがうま

くマッチする＞，＜子どもも大人も歌える＞があげられ全体の⣙ 45％を占めている。この内，＜幼

少から⪥なれた曲＞，＜子どもも大人も歌える＞という特性を分析することで，この歌がఏᢎされて

きた᰿ᣐが明らかになる。 

 第 3章に示したように，人がある音楽を⫈くሙ合に，その人がどの文化ᅪで⏕まれ⫱ってきたかに

より，その音楽はᚰᆅよくもなり，そうでもなくなる。Ϸ，チࢭࢡンࣁ࣑ࢺは，「音楽を⫈くとい

うことは㏻ᖖឤぬ的⤒㦂としてጞまる。このẁ階で人は，㑇ఏ子的にわれわれの⚄⤒系に⤖び付けら
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れたᛌい㌟体的ᛂをび㉳こす音の㉁にᛂする」15と㏙べる。ᙼの「㑇ఏ子的にわれられの⚄⤒

系に⤖び付けられたᛌい㌟体的ᛂ」とは，日本のわらべ歌との関連でゝえば＜日本の音楽文化の枠

組みに⤖び付けられたᛌい㌟体的ᛂ＞とゝ出᮶る。「あんたがたどこさ」に見られる᰾音のᵓ㐀

と࣮ࣞࣇズの最後の拍（さ）にゎ放点があることは，「あんたがたどこさ」が日本人にはᛌい᪕律と

してឤじられ，子どもから大人までᛌく歌え，⤖ᯝとして日まで⥅ᢎされていることの一つのドᕥ

である。 

 ＜動作とテンポがうまくマッチする＞という特性は，音と動きの関ಀである。「あんたがたどこさ」

は，第 3章に示したようにձᙎࡴような動きとリズムがある，ղ日本語のᢚᥭが᪕律にᫎされてい

る，ճ一拍一拍の拍節的明☜なࢺ࣮ࣅឤ，մ日本語の歌詞としてのㄪの「ࡨょんこ節」が流れて

いるという特性をᣢっている。これらの「あんたがたどこさ」の音楽的特性が，お手玉遊びの㌟体的

な動きと⤖合し，ᛌ㐺なឤを⏕じていると⪃えられる。Ϸ，チࢭࢡンࣁ࣑ࢺは，動きの႐びに関

して，「㌟体の用を楽しさの源Ἠとする⤒㦂はࢫポ࣮ࢶやࣇッࢫࢿࢺだけではない。ᐇ㝿には，

リズムや࣮ࢽ࣮ࣔࣁのある動きによって࣮ࣟࣇを⏕み出すά動が多い」16（125 㡫）とㄽじる。また，

わらべ歌は，動きと音が一体となった文化であることは多くの研究⪅がᣦするとこࢁである。お手

玉遊びに用する「あんたがたどこさ」の＜動作とテンポがうまくマッチする＞という特性は，お手

玉遊びが࣮ࣟࣇά動であり，お手玉遊び歌として日まで⥅ᢎされていることのドᕥである。 

 

第 6章 ⤖ㄽと後のㄢ㢟 

 ௨上，ㄪᰝ⤖ᯝと「あんたがたどこさ」を音楽的視点と運動の特性を࣮ࣟࣇ⌮ㄽの視点から分析し

た⤖ᯝは௨下の㏻りである。 

1 子どもたちは，日ᖖ的にお手玉遊びに⯆じてはいない。⤖ᯝとして，お手玉遊びが⾶㏥にకい，

わらべ歌としての「お手玉の歌」もとんど⥅ᢎされていない。 

2 日本のお手玉のは，全国的にお手玉のᬑཬに取り組んでいて，とんどのᨭ部がお手玉遊びで

用いる歌に「お手玉遊びの歌」の一つである「あんたがたどこさ」を᥇用している。 

3 歌詞の中に 11 回ある「さ」の箇所で変化させるという動きは，ᣮᡓ，᪂しい規⠊のᑐᛂ，明☜

な┠ᶆのᏑᅾの᮲௳があり，お手玉遊びが࣮ࣟࣇά動と㌿化する。 

4 「お手玉の歌」でࡺり技の࣮ࣝࢶとして⥅ᢎされている「あんたがたどこさ」は，ձᙎࡴような

動きと᪕律がある，ղ日本語のᢚᥭが᪕律にᫎされている，ճ一拍一拍の拍節的明☜なࢺ࣮ࣅឤが

ある，մ日本語の歌詞としてのㄪの「ࡨょんこ節」が流れているという特性をᣢっている。 

5 ＜日本人がᛌ㐺にឤじる音のᚰᆅよさ＞と＜ᣮᡓするという࣮ࣟࣇά動＞がお手玉遊びの中で⤖

合してお手玉遊び⮬体が࣮ࣟࣇά動に㌿じている。このことが「あんたがたどこさ」が⌧ᅾも⥅ᢎさ

れていることのドᕥである。 

 回，分析ᑐ㇟から㝖いた「よせ玉系」の「おさらい」の唄の分析が次のㄢ㢟である。 
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